
平成２５年度の事業計画書（案） 

 

 

１事業の実施方針 

千葉県のがん医療の向上をはかるための研究を進めるとともに、患者さんが治療を続けながらも質の

高い生活を送れるよう食事や体のケア、精神的な面でのサポートを十分に受けられる環境を作る。 

通常の食事が食べにくい患者さんへのケアフード事業では、症状別に食事の悩みを解消できるような

きめ細かい食事の提案を進め、そのアイデアを広く発信する。一般向けに、リンパ浮腫など後遺症の治

療やケアへの理解を深める公開講座を開催するとともに、精神的な支えとなる仲間づくりの場「患者サ

ロン」の充実を支援する。小児がん患者へのサポート、患者さんやご家族、医療スタッフのコミュニケ

ーション強化を目的とする交流事業も新たに立ち上げる。 

医療者による先端的ながん医療研究については、著名ながん研究者を招いたシンポジウム開催や、骨・

軟部腫瘍研究等への助成を継続する。患者さんが利用しやすいカルテ情報の共有システムの整備につい

ても検討を進める。 

 

２事業内容（平成２５年４月１日～平成２６年３月３１） 

 事業名 事業内容 

１ がん診療連携拠点病院

間のネットワークの有

効利用、連携強化支援 

ネットワークの有効活用のためのソフト的支援、周辺医療、福祉機関

の連携支援 

（内容のタイトル変更？） 

 

２ がん患者等のＱＯＬア

ップ支援 

 

 

 

ケアフードの開発、普及、調査研究 

・がん患者、家族向け試食会、調理実習など 

・介護施設での試食会 

・患者症状別の食事モニター会議、研究 

・レシピ集の発行、ホームページ発信 

・論文化など科学的評価 

・商品化のアドバイザー 

 

３ 

 

がん医療等の高度医療

の教育、啓発 

ホームページの充実による有用情報発信 

会員、拠点病院向け冊子の発行 

 

４ 

 

 

 

 

患者と家族のがん研究

基金 

① 先端がん医療研究助成支援 

② 患者サロン活動助成支援 

③ 「非アルコール性脂肪性肝障害を合併する脂質異常症患者に対す

るエゼチミブの有用性」への研究助成支援 

 

５ 患者さんとの交流事業 ① 小児がん患者対象の課外授業 



新規  

 

 

② 患者さん、ご家族、医療スタッフの交流促進（東京ディズニーラン

ドツアー支援） 

６ 

 

市民公開セミナー等の

開催 

① 市民公開講座の開催（リンパ浮腫等） 

② 千葉県がん患者大集合 2013負担金 

７ 

 

千葉がんシンポジウム 著名ながん研究者等を招いて、公開シンポジウムを開催、支援 

８ 

 

 

骨・軟部腫瘍研究基金 

 

千葉県がんセンターの整形外科グループなどによる骨・軟部腫瘍の基

礎・臨床研究への助成支援（３カ年事業の最終年度） 

９ 

新規 

医療と福祉の連携に関

する研究 

どこでもマイカルテ研究会 

 

 

 

 

 

 

 


